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「数学」 
 

 1  因数分解と２次不等式を組み合わせた問題の出題で、それぞれの基本的な解法を理解

しているかを問う。さらに、数直線を利用して連立不等式に関する問題の解答を導く

ことができるかを問う。 

 

 

 2  「集合と論理」の「命題と条件」の分野からの出題で、十分条件と必要条件の意味を

正しく理解しているかを問う。その中で、平方根の意味を理解しているか、絶対値の

入った不等式の解法を理解しているかも併せて問う。 

 

 

 3   「２次関数」からの出題である。説明文を正確に読み取り、動点を含む図形を正しく

描くことができるか、そこから長さについての２次関数の式を作ることができるか、

さらに定義域に制限がある場合の２次関数の最小値を、グラフをもとに導くことがで

きるかを問う。 

 

 

 4  「図形と計量」の「三角比」に関する分野の問題で、正弦(サイン)・余弦(コサイン)・

正接(タンジェント)のいろいろな角の三角比の値を理解しているかを問う。また、正

三角形の頂点の座標や、直線の方程式を三角比の特性に注目して論理的に求められる

かを問う。 

 

 

 5  「データの分析」に関する分野の問題で、与えられた度数分布表のデータから読み取れ

る事柄を適切に判断できるかを問う。その際には、読み取れることを文章で述べる問

題も用意し、データを読み取る力だけでなく、それを正確に文章で表現できるかも問

う。 


